
 

２０２３年３⽉１９⽇<復活前第３主⽇> No. 22534(51) 
年主題 「恵みを数えつつ歩む教会」 

１.礼 拝 順 序 
   司 式  役 員 

 奏 楽  オ ル ガ ニ ス ト 
 前 奏  

 

招 詞 全地よ、主に向かって喜びの叫びをあげよ。喜び祝
い、主に仕え喜び歌って御前に進み出よ。知れ、主
こそ神であると。主はわたしたちを造られた。わた
したちは主のもの、その⺠主に養われる⽺の群れ。 

       （詩編 100 篇 1-3） 
○ 讃 美 歌 1 編７９番(１、３節) 次ページ 
 主 の 祈 り 次ページ 
○ 交 読 ⽂ ３１詩１３０篇        (別冊交読⽂ P36) 
〇 信 仰 告 ⽩ 使徒信条 次ページ 

 聖 書 
テサロニケの信徒への⼿紙⼀ 1 章 1 節〜10 節     

（新
P374） 

 祈 祷   ⼭畑謙牧師 
 説 教 ｢こんてんつすむん地｣ 
 祈 祷 ⼭畑謙牧師 
〇 讃 美 歌 1 編５０８番（１、３節）次ページ 
 奉 献 お当番 
 讃 美 歌 ２１-６５-２番 
〇 頌 栄 ２１-２９番 
〇 祝 祷 ⼭畑謙牧師 
 報 告  

 祈 り の 時 後任牧師を迎えるよき準備ができますように、 
伝道献⾝者が起こされるように。 

 後 奏  

○次週主⽇礼拝３⽉２６⽇(⽇) １０時半 
復活前第 2 主⽇ 

「わたしがあなたがたを選んだ」 
ヨハネによる福⾳書 15 章 1 節〜17 節       

北川善也 牧師  

司  式：役員   奏楽 オルガニスト  
礼拝当番：お当番 
招  詞・詩編 143 編 1-2 節   交読 2 詩 2 篇 
讃 美 歌・1 編 7 番（1,2） 1 編 138 番(1,2) 
 
〇礼拝前祈祷会 10:15 礼拝堂前⽅ 
〇礼拝後お掃除 礼拝堂・教育館 
〇お掃除後  婦⼈会 週報発送 

２. 集 会 案 内 
○教会学校   9:30〜 ＣＳ教師 
〇礼拝前祈祷会 10：15 於：礼拝堂前⽅ 
〇礼 拝 後  臨時教会総会 
〇礼 拝 後 お 掃 除 礼拝堂・教育館 
 
※聖書研究・祈祷会は休会中です。 
  それぞれの場にあってお祈りください。 

聖 書 (聖書⽇課・⽊曜⽇) サムエル下 18：1-18 

今⽉の 
祈り 

• 後任牧師を迎えるよき準備ができますように。 
• 伝道献⾝者のために。神学校のために。宣教師のために 

 
• 教区祈りのカレンダーより祈る教会： 

南町⽥教会 
牧師 ⻩ 昌性、⻄⽥浩⼦ 創⽴ 1977 年 現住陪餐 50  
礼拝出席 201 祈祷会出席/CS出席 17 予算 962万円 
祈りの課題 
コロナ終息を願う 3 年⽬累計 1700 か所の福祉施設等
への⽶や野菜の寄付が祝福され、礼拝・伝道・教育・
福祉の業にキリストの愛が注がれますように。 
  



 

【主の祈り】 

天にまします我らの父よ。 

願わくは御名（みな）をあがめさせたまえ。 

御国（みくに）を来たらせたまえ。 

みこころの天になるごとく、 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用（にちよう）の糧（かて）を 

今日も与えたまえ。 

我らに罪を犯す者を我らが赦（ゆる）すごとく、 

我らの罪をも赦したまえ。 

我らを試（こころ）みにあわせず、 

悪より救いだしたまえ。 

国と力と栄えとは、 

限りなく汝（なんじ）のものなればなり。 

アーメン。 

【使徒信条】 

我は天地の造り主ぬし、全能の父なる神を信ず。我はその独り子、我らの主、

イエス・キリストを信ず。主は聖霊（せいれい）によりてやどり、処女（お

とめ）マリヤより生れ、ポンテオ・ピラトのもとに苦しみを受け、十字架に

つけられ、死にて葬られ、陰府（よみ）にくだり、三日目に死人のうちより

よみがへり、天に昇のぼり、全能の父なる神の右に座したまへり、かしこよ

り来りて、生ける者と死ねる者とを審（さば）きたまわん。我は聖霊を信ず、

聖なる公同の教会、聖徒の交わり、罪の赦し（ゆるし）、身体（からだ）のよ

みがへり、永遠（とこしえ）の生命（いのち）を信ず。 アーメン。 

【讃美歌７９】 

1. ほめたたえよ、つくりぬしを、 

きよきみまえにひれふし、 

ささげまつれ、身をも魂（たま）をも、 

たぐいなき御名（みな）をあがめて。 

3. めぐみの神、さかえの主を 

もろごえあげてたたえよ。 

つよき手もてみちびきたもう 

主にのみみさかえつきざれ。 

 

【讃美歌５０８】 

1. 主よ、日に日に ましたまえ、 

つみをくゆる まごごろを、 

きよめらるる 身のさちを、 

つかえまつる よろこびを。 

3. 主よ、日に日に 見せたまえ、 

のりとすべき みすがたを、 

あまついえに ゆくみちを、 

とこしなえの みさかえを。 


